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【抄 録】 

我々は腰髄に対して経脊椎的に連発で磁気刺激を行うと，律動的な歩行様の両下肢運動を誘発で

きることを見出し，ヒトの腰髄の脊髄歩行中枢を非侵襲的に賦活できることを報告した．この経脊椎磁気

刺激は，脊髄損傷や脳梗塞後の下肢麻痺による歩行障害に対する新しいニューロリハビリテーションに

なり得る．それには脊髄歩行中枢を駆動する刺激のパラメーターの設定が重要となるが，刺激強度と誘

発歩行の関連は未だ整理されていない．そこで本研究では， 効果的に脊髄歩行中枢を駆動するため

に必要な刺激強度を見出すことを目的とした．7 名の健常成人（年齢：22-46 歳，身長：170-182 cm，体

重：54-80 kg）を対象に，腰椎レベルを経脊椎磁気刺激することで誘発される下肢運動をモーションキャ

プチャ装置で記録し，刺激強度とそれによって誘発される下肢運動のキネマティクスの関係を調査した．

その結果，両脚が同位相で動くホッピング様運動，左右脚が逆位相で動く歩行様運動と，左脚と右脚の

位相が不明瞭な運動の 3 種類が腰椎への経脊椎磁気刺激によって誘発された．すべての被験者で歩

行様運動が誘発されたのに対して，ホッピング様運動は 7 人中 5 名で観られた．しかしながら，歩行様

運動が誘発される刺激強度には，磁気刺激装置の最大刺激強度の 30-70%と個人差が観られた．個人

内での刺激強度と誘発運動との関係は，刺激強度が低い時にはホッピング様運動が，高い時には歩行

様運動が誘発される傾向が観られた．これらの本研究の結果から，腰髄への経脊椎的磁気刺激により，

下肢にホッピング様運動と歩行様運動が誘発でき，歩行様運動を誘発するために必要な刺激強度はホ

ッピング様運動の刺激強度よりも高いことが明らかとなった．また，それぞれの運動を誘発するために必

要な刺激強度が異なることから，ホッピング様運動と歩行様運動は異なる神経メカニズムで駆動されてい

ることが示唆された． 
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